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明けましておめでとうございます。会員の皆様におかれましては佳き新年をお迎え
になられたことと心よりお喜び申し上げます。

2010 年の主な出来事としては、11 月 27 日（土）には IAP 教育セミナー（教育シ
ンポジウムとスライドセミナー）は第 56 回秋期病理学会会長の橋本　洋 IAP 日本支
部前会長がお世話をしてくださいました。会場となった北九州国際会議場は今まで
行ったどこの会場よりも広く、豪華な設備でした。事務局長を務められた久岡正典先
生にも大変感謝します。加藤　洋先生と岩下明徳先生がモデレーターを務められた教
育シンポジウムの「胃癌取扱い規約（第 14 版）−改定のポイント−」は大盛況で、
議論も大変活発でありました。

加藤常任幹事、事務局のお陰で 4 月より IAP 日本支部ホームページ（http://www.
iapjapan.org/index.html）をリニューアルしました。HP ではセミナーやシンポジウ
ムのお知らせ、入会手続きの案内等を掲載しております。New HP に伴い以下の点が
大きく変更されました。

1．スライドセミナー申し込み（会員、非会員）：従来の葉書による申し込みは中止
となり、昨年から IAP 日本支部 HP 上の申し込みページから行われています。教育
委員長清水先生のご協力に依るものです。

2．USCAP ジャーナル購読申し込み（会員のみ）：従来の Fax による申し込みは中
止となり、Modern Pathology、Laboratory Investigation の購読申し込みは、IAP 日
本支部 HP 上の購読申し込みページから行っています。

IAP 日本支部 HP を利用すると迅速に確実に作業が進むので便利だと考えますが、
余り internet に慣れていらっしゃらない先生には不便かもしれません。そういう時は
事務局へ電話なり FAX でご連絡ください。また、E メールをもっともっと活用して
はどうかと考えます。会員の方はメールアドレスを事務局（jdiap@med.yamanashi.
ac.jp）までお知らせください。

2010 年 10 月 10 − 15 日にブラジルの São Paulo で、第 28 回 IAP 国際会議が開催
されました。遠い道のりなので余り多くの参加者は望めませんでしたが、有意義な学
会でした。会長は Dr. Marcello Franco で、開会
式は Estacao Julio Prestes という素晴らしいコ
ンサートホールで開かれ、コンサートの後は飲
み放題、食べ放題でした。Excursion ではブラジ
ル名物のコーヒー工場などを見学しました。閉
会式のサンバダンスの強烈さはびっくりでした。
IAP 本部の会長が Dr. Florabel G. Mullick から
ロンドンの Dr. Kristin Henry に代わりましたが、
学会中に心臓アタックで入院と聞いて驚きまし
た。高安病だと言うので、そんなことはない、
私は cocassian はならないと言いました。たこつ
ぼ病の間違いで、今は元気にされているそうで
す。Takayasu と Takotsubo って発音が似てい

2011 年の年頭にあたって
会　長　松原　修（防衛医科大学校　病態病理学講座）

松原日本支部会長と容世明台湾支部会長
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ますかね？次期会長にサウジアラビアの Dr. Samir S. Amr が
就任されました。一時は長村先生を期待していたのですが、
残 念 な 結 果 と な り ま し た。 第 99 回 の USCAP Annual 
Meeting が 3 月 20 日から 26 日にかけて、ワシントン DC の
Marriot Wardman Park Hotel にて行われました。第 3 回日
本台湾合同スライドカンファレンス（切片討論會）が、2010
年 11 月 6 − 7 日に高雄市で、台湾の定期的な病理学会と一
緒に開催されました。症例のレベルも大変高いものであり、
discussion は大いに盛り上がりました。台湾側の secretary
は Dr. Liang-Tzu Changs でよくやってもらいました。懇親会、
excursion も日台で大いに親愛の情を深めました。前会長の
Dr. Kuo、現会長の Dr. Jung も excursion に付き合ってくれ、
高雄在住の Dr. Huang は night market の案内までしてくれ
ました。Dr. Kuo の病院の Ms. Yu-Lan Tsao さんは細々とお
世話してくれました。Dr. Chiung-Ru Lai さんは日本語が大
変上手で通訳までしてくれました。ワインのことにうるさい
Dr. John Wang と Dr. Yin-Tai Jin も大変親日的です。台湾の
方々の飾らない心のこもったもてなしに本当に感謝します。
今年の 1 月 7 − 9 日にマレーシア連邦のクアラルンプールで、
第 6 回アジア太平洋分子免疫組織学会議 6th APSMI（Asia-
Pacific Society for Molecular Immunohistology）Annual 
Conference がタイの Dr. Pongsak 会長のもとに開催されまし
た。予定ではタイ王国パタヤにおいて開催の予定でしたが、
タイ国内事情から開催地が変更となりました。KL は大変に
開けていて、Dr. Leong の病院、Sunway Medical Center も
大変近代的な設備でした。病理には免疫の autostainer が何
台も動いていました。

2011 年の主な出来事としては、第 7 回 Asia-Pacific IAP 
Congress が今年 5 月 20 − 24 日に台湾の台北で開催されます。
これは 2 年ごとに開催され、一昨年はインドの Kochi で開催
されました。第 8 回は韓国、第 9 回はオーストラリアでの開
催予定です。台湾支部からの依頼により多くの日本支部会員
が speaker として、moderator として参加が予定され、盛り
上げに一役買ってほしいと願っています。日韓合同スライド

カンファレンスは隔年で開催され、2009 年の 11 月 13 − 14 日
と名古屋で黒田　誠先生が会長で第 11 回が開催されました。
今年の秋に第 12 回が韓国で開催されます。日台合同スライ
ドカンファレンスは 2012 年に東京開催です。USCAP 100th 
Annual Meeting が、2011 年 2 月 26 日− 3 月 4 日に、テキサ
ス州サンアントニオの Henry B. Gonzales Convention Center
で開催されます。詳しくはホームページをご覧ください　
http://www.uscap.org/home.htm　この学会での教育システ
ムはこの上なく程度が高く、年々日本からの若い参加者が増
えていることは嬉しいことです。火曜日の夜の Japan night
も定着してきています。これから日本の外科病理学を担って
いく多くの病理医が積極的に参加されることをお勧めします。

2011 年の大きな出来事として、50 周年の記念事業があり
ます。IAP日本支部の発足は、1958年に当時のIAP会長であっ
た Dr. Binford が来日し、当時の日本病理学会総務幹事であっ
た故吉田富三先生（第 1 代会長）に IAP 日本支部を設立して
はどうかと要請されたことに始まり、40 名の参加で日本支部
が結成されたそうです。1961 年の Chicago で開催された IAP
本部理事会で正式に加入を認められたと、故太田邦夫第 2 代
会長（1973 − 1978 年）が 25 周年記念号に書かれています。
ということで、本年は IAP 日本支部の発足 50 周年という記
念すべき年となりました。具体的には第 57 回秋期病理学会
を会長として開催されます諸星利男先生のご協力のもとに 11
月 18 日（金）の夕方に 50 周年記念式典と Party を、11 月 19
日（土）午前中に国際シンポジウム、また 50 周年記念誌の
発行を考えています。細かいことはまだまだ詰めていかなけ
ればいけませんが、どうか皆様のご協力をお願い申し上げます。

今年度から森谷卓也先生（川崎医大）と小田義直先生（九大）
に理事として加わってもらいました。他の役員の先生方々と
一緒に IAP 日本支部活動がこれまで通りに楽しく明るく、
益々発展できますよう努める所存でありますので、会員の皆
様にはお気づきの点、提案、叱責など気軽にご連絡下さい。
IAP 日本支部の更なる発展のため、何とぞ宜しくご支援のほ
どをお願い申し上げます。

長村義之（IAP 本部副会長）　　　
加藤良平（IAP 日本支部常任幹事）

第 28 回 IAP 国際会議（2010 年
10 月 10 日から 15 日）が、ブラ
ジルサンパウロ市で開催されまし
た。開催国であるブラジルは、ちょ
うど地球の裏側で、南半球ですの
で季節は春になります。

日本からは最も遠い国で、アメ
リカ経由でもヨーロッパ経由でも
約 30 時間もかかりますが、IAP
日本支部会員が十数名参加されま
した。学会はサンパウロ市内の（中
心部からは少し離れたところでしいたが）Transamerica 
Hotel Conference Center で行われ、臓器別に分かれたシン

ポジウムやワークショップに世界各国からの参加者が活発な
討 論 を 繰 り 広 げ ま し た。 な お、 今 回 は ４ つ の Plenary 
Lecture が行われましたが、その内の一つを長村義之が担当
し、「Pathology for tomorrow in personalized medicine」と
いうタイトルで講演しました。日本支部の一員として大変光
栄に存じます。

第 28 回 IAP 国際会議報告

Dr  Franco会長

サンパウロ
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大会に先立って行われた IAP Council Meeting では、日本
からは、IAP 本部副会長（アジア担当）の長村義之、IAP 日
本支部会長の松原　修とともに加藤良平（IAP 日本支部常任
幹事）が出席しました。この役員会では、南アフリカのケー
プタウンで行われる次回（第 29 回）の IAP 国際会議（2012
年 9 月 30 日から 10 月 5 日）のプレゼンテーションが行われ、
さらに次々回（2014 年 9 月）がタイ国のバンコクで開催され
ることも併せて確認されました。また、2016 年には、ドイツ
のボンが開催地として選出されました。今後の開催地は以下
のようになります。

September 30-October 5  2012   Capetown  South Africa  
President：Martin Hale

2014  Bangkok  Thailand   President：Pongsak Wannakrairot 
2016  Bonn  Gemany   President：Dietmar Schmidt（要確

認です）
また、2010-2012 の新役員としては、以下のようになりました。
President：Kristin Henry
Past President：Florabel Mullick
President-Eelect：Samir S. Amr
Secretary General：David F.. Hardwick
Treasurer：Jack P Strong
とにかく、国際病理アカデミー（IAP）国際会議は、世界

に 48 もの支部を持ち、2 年に 1 度行われる国際会議には、そ
れこそ各国から多くの病理学者が集まります。いわば、病理
学のワールドカップあるいはオリンピックといえるような大
会です。次回の南アフリカ大会にも皆様に是非とも参加して
いただきたいと思います。

Dr  Samir次期本部会長と奥様

開会式party 吉野・中村先生ご夫妻 閉会式のサンバダンス

トランスアメリカホテル・カンファレンスセンター 会場入り口

常任幹事　加藤良平
第 3 回日台合同スライドカンファレンスが、IAP 台湾支部

（会長：容世明教授）のお世話で、10 月 7 日に台湾高雄市の
高雄榮民總醫院 Kaohsiung Veterans General Hospital で行
われました。日本からは、松原　修会長、長村義之 IAP 本部

副会長（アジア担当）、橋本　洋前会長をはじめ加藤良平、
加藤　洋、岩下明徳、中谷行雄の JDIAP 役員ほか、石川雄
一（癌研究会有明病院）、高瀬　優（順天堂大学）、近藤哲夫（山
梨大学）、丸山博司（星ヶ丘厚生年金病院）、米盛葉子（千葉
大学）、太田敦子（福岡大学筑紫病院）、大石善丈（九州大学）、
中村直哉（東海大学）、田中健大（岡山大学）、高田尚良（岡
山大学）、久岡正典（産業医科大学）、藤井丈士（虎ノ門病院）

第 3 回日台合同
スライドカンファレンス報告

日台合同スライドカンファレンスでの集合写真 台南市でのエクスカーション
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ら各氏（計 19 名）が参加しました。
カンファレンスは、日本支部、台湾支部からそれぞれ各 5

例ずつの症例を提示して、それに対してコメンテイターが説
明する形式で行われました。供覧された 10 題すべてが大変
興味ある魅力的な症例であり、各例とも活発に討論されました。

なお、今回のカンファレンスでは、バーチャルスライドの
ウェブページを作製し（クラーロ株式会社）、それを JDIAP
のホームページ上でも見ることができるようにしました。こ
れからもこのようなカンファレンスには、参加者のみならず
多くの DJIAP 会員のためにもバーチャルスライドの活用が
有効と考えられました。

カンファレンスの前日には、エクスカーションとして、日
本語ガイドを伴って、台南市を観光し、さらに高雄市に戻っ
て愛川を船で遊覧しました。その後に行われたディナーパー
ティでは、日本、台湾両支部の参加者が和気藹々と大変楽し
い雰囲気の中で盛り上がりました。

最後になりましたが、この度のカンファレンスでは、容世
明会長、窓口をしていただいたジュリアこと Liang-Che 
Chang 先生をはじめ、台湾支部の方々には大変お世話になり
ました。謹んで御礼申しあげます。また、症例の出題者、討
論者並びに座長の先生方のご協力にも心より感謝いたします。

第３回日本・台湾合同スライドカンファレンス
< プログラム >

（2010 年 11 月 6 日− 7 日、台湾・高雄）
�The 3rd Taiwan-Japan Conjoint Slide Conference of IAP
November 7, 2010  （Sunday）
�1st conference Hall, 1F , Kaohsiung Veterans General 
Hospital  Kaohsiung, Taiwan.

（No.386 , Ta-Chung 1st Rd.,Kaohsiung, Taiwan）

General information：
�（Presentation time： 15 minutes for each case （5 min. 
for discussant, 5 min. for presenter, and 5 min. for free 
discussion）
�（Equipments are available only for PC-based presentation. 
Presentation files should be created using Microsoft 
PowerPoint 2003 referentially for the Windows platform 

（e. g. Windows XP）. Functions of those made by 
Macintosh will not be secured. Files should be carried 
by an appopriate storage medium such as USB flash 

drive and CD-R to be easily handled at the reception 
counter.

Scientific Program： 
08：20 - 08：55  Registration
08：55 - 09：05  Opening Ceremony
       �Opening Address （Dr. Shih-Ming Jung, President 

of IAP Taiwan Division）
       �Opening Address （Dr. Osamu Matsubara , 

President of IAP Japanese Division）
09：05 - 10：20  Slide Conference （1） （5 cases）
10：20 - 10：45  Coffee break
10：45 - 10：50  �Greeting from IAP, Vice President （Asia）, 

Dr. Robert Y. Osamura
10：50 - 10：55  �Greeting from The Korean Society of 

Pathologists, Dr. Chae Hong Suh, Dr. 
Jeong-Wook Seo

10：55 - 12：10  Slide Conference （2） （5 cases）

Slide Conference Program
08：50 - 10：05  Slide Conference （1）

09：05 - 09：20  Case 1 （J01）
Moderator：�高瀬 優 Masaru Takase, M.D., Juntendo 

University
Discussant：�李懷寶Huai-Pao Lee, M.D., Veterans General 

Hospital-Kaohsiung
Presenter：�丸山 博司Hiroshi Maruyama, M.D., Hoshigaoka 

Koseinenkin Hospital

09：20 - 09：35  Case 2 （T01）
Moderator：�莊世松Shih-Sung Chuang, M.D, Chi-Mei Medical 

Center
Discussant：�田中 健大Takehiro Tanaka, M.D., Okayama 

University
Presenter：�張聖宗 Sheng-Tsung Chang, Chi-Mei Medical 

Center

09：35 - 09：50  Case 3（J02）
Moderator：�中 谷 行 雄 Yukio Nakatani, M.D., Chiba 

University
Discussant：�戴 蕙 君 Huichun Tai, M.D., Chang-Huaw 

Christian Hospital
Presenter：�石川 雄一 Yuichi Ishikawa, M.D., the Cancer 

Institute

09：50 - 10：05  Case 4（T02）
Moderator：�王約翰 John Wang, M.D., Taichung Veterans 

General Hospital
Discussant：�中村 直哉 Naoya Nakamura, M.D., Tokai 

University
Presenter：�李建寛Chien-Kuan Lee, M.D, Taichung Veterans 

懇親パーティにて
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General Hospital

10：05 - 10：20  Case 5（J03）
Moderator：�橋本 洋 Hiroshi Hashimoto, M.D. University 

of Occupational & Environmental Health
Discussant：�梁哲維 Cher-Wei Liang M.D., Cathay General 

Hospital
Presenter：�米盛 葉子Yoko Yonemori, M.D., Chiba University
10：20 - 10：45  Coffee break
10：45 - 10：50  �Greeting from IAP, Vice President （Asia）, 

Dr. Robert Y. Osamura
10：50 - 10：55  �Greeting from The Korean Society of 

Pathologists, Dr. Chae Hong Suh, Dr. 
Jeong-Wook Seo

10：55 - 12：10  Slide Conference （2）

10：55 - 11：10  Case 6 （T03）
Moderator：�郭承統 Tseng-tong Kuo, M.D, Chang Gung 

Memorial Hospital
Discussant：�高田 尚良Katsuyoshi Takata, M.D., Okayama 

University
Presenter：�秦 芷 菁 Chih-Ching Chin, M.D, Chang Gung 

Memorial Hospital

11：10 - 11：25  Case 7 （J04）
Moderator：�加 藤 洋 Yo Kato, M.D., Dokkyo Medical 

University Nikko Medical Center
Discussant：�張 珍 Chen Chang, M.D., National Cheng 

Kung University Medical Center
Presenter：�太田 敦子Atsuko Ota, M.D., Fukuoka University 

Chikushi Hospital

11：25 - 11：40  Case 8 （T04）
Moderator：�陳志榮Chi-Long Chen, M.D, Wan Fang Hospital
Discussant：�久岡 正典 Masanori Hisaoka, M.D., University 

of Occupational & Environmental Health
Presenter：�靳應台 Ying-Tai Jin, M.D, Taiwan Adventist 

Hospital

11：40 - 11：55  Case 9 （J05）
Moderator：�近藤 哲夫 Tetsuo Kondo, M.D., University of 

Yamanashi
Discussant：�蔡佳惠 Jia-Huei Tsai, M.D., National Taiwan 

University Hospital
Presenter：�大石善丈 Yoshihiro Ohishi, M.D., Kyushu 

University

11：55 - 12：10  Case 10 （T05）
Moderator：�周德盈 Teh-Ying Chou, M.D, Taipei Veterans 

General Hospital
Discussant：�藤井 丈士Takeshi Fujii, M.D., Toranomon 

Hospital
Presenter：�張惟鈞 Wei-Chin Chang, Taipei Veterans General 

Hospital

日時：平成 22 年 11 月 27 日（土）　9：00 - 17：30
場所：北九州国際会議場（福岡県）

第 56 回日本病理学会秋期特別総会に続く 11 月 27 日の土
曜日に、北九州国際会議場で、2010 年度の第 50 回病理学教
育セミナーが開催されました。開催にあたっては産業医科大
学第一病理学の橋本　洋教授、久岡正典准教授をはじめとし
て同教室および第二病理学教室、病理部の皆様に大変なご協
力をいただき、感謝申し上げます。会場は病理学会の会場で
あった西日本総合展示場に隣接しており、JR 小倉駅に近く、
周辺の北九州市の観光も楽しんでいただけたものと思います。

午前の教育シンポジウム、午後のスライドセミナ－は、い
ずれも興味深いトピックスを取り上げたこともあり、多数の
参加者がありました。午前の教育シンポジウムでは会場はほ
ぼ満席に近く、午後のスライドセミナーでは、のべ約 500 名
の参加者となり、大盛況となりました。シンポジウムのモデ
レーター、演者、また、スライドセミナーの講師の先生方に
はご協力いただき深く感謝申し上げます。
教育シンポジウム　9：00 - 11：45（以下、敬称略）
テーマ：『新胃癌取扱い規約（第 14 版）－改訂ポイント－』
モデレーター：�加藤　洋（獨協医科大学日光医療センター・

癌研究会癌研究所病理部）	  
岩下 明徳（福岡大学筑紫病院病理部）

1．�改訂の狙いと主たるポイント	  
佐野　武（癌研究会有明病院 消化器外科）

2．�新胃癌規約第 14 版の改訂ポイント：病理全般	  
加藤　洋

3．�組織学的分類と診断要領	  
九嶋　亮治（国立がん研究センター中央病院病理科）

4．�SE の判定、EMR/ESD 標本の取扱いおよび病理診断	  
岩下　明徳・田邉　寛（福岡大学筑紫病院病理部）

5．�新しい胃生検組織診断基準（新 Group 分類）の運用法	  
九嶋　亮治・加藤　洋

また、今年度の病理診断学術奨励賞は、山口　浩（埼玉医
科大学国際医療センター病理診断科）、高田尚良（岡山大学
大学院医歯薬学総合研究科病理学）、竹内賢吾（癌研究会癌
研究所分子標的病理プロジェクト）の 3 名の先生方に決定致
しました。教育シンポジウムの休憩時間を利用して表彰式が
行われました。おめでとうございました。
IAP 日本支部総会　12：00 - 13：00

今年で大島先生、本山先生、中谷先生、松原先生、諸星先
生のスライドセミナーが終了となりましたが、3 年間ありが
とうございました。また、今回は新規のコースが 2 つ（森谷
先生、岩下先生）あり、いずれも受付早々より定員に達する
ほどの人気のコースとなりました。
スライドセミナー　13：15 - 17：30（以下、敬称略）

2010 年度の第 50 回病理学
教育セミナー開催される
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１時限目　13：15 - 15：15（* 印は新規コース）
*A-1 乳腺針生検の病理診断

森谷　卓也（川崎医科大学病理学 2）
B-1 骨髄の病理（MDS など）

大島　孝一（久留米大学医学部病理学）
C-1 子宮内膜症とその関連腫瘍

本山　悌一（山形大学医学部人体病理病態学）
D-1 神経系腫瘍（中枢系および末梢神経）

廣瀬　隆則（徳島県立中央病院病理診断部）
2 時限目　15：30 - 17：30
*A-2 大腸ポリープの病理診断

岩下　明徳（福岡大学筑紫病院病理部）
B-2 肺の外科病理 update

中谷　行雄（千葉大学大学院医学研究院診断病理学）
松原　修（防衛医科大学校病態病理学）

C-2 膵腫瘍性病変の病理
諸星　利男（昭和大学医学部第一病理学）

D-2 唾液腺腫瘍の病理 ―新 WHO 分類を踏まえて―
長尾　俊孝（東京医科大学人体病理学講座）
昨年より事前送付資料はすべてバーチャルスライド

（DVD-R）となりました。また、今回よりスライドセミナー
の登録は、IAP 日本支部のホームページ上で行われるように
なり、よりスムーズな運営ができるようになりました。

来年度の IAP 日本支部教育セミナーは 2011 年 11 月 19 日
の土曜日に東京慈恵会医科大学で開催の予定です。今後も少
しずつ改良を重ねて、より充実したセミナーを開催したいと
考えています。どうかよろしくお願い致します。

（文責：清水　道生）

選考委員長　吉野　正
病理診断学術奨励賞は、病理診断領域において優れた英文

論文を発表した若手病理医（40 歳以下）に対して送られる賞
である。2010 年は７名の応募があり、選考委員会にて以下の
３名が選出された（50 音順）。高田尚良先生（岡山大学大学
院　第二病理 / 腫瘍病理学）、竹内賢吾先生（㈶癌研究会癌
研究所　分子標的病理プロジェクト）、山口　浩先生（埼玉
医科大学国際医療センター病理診断科）。なお、本賞の授賞
式は IAP 日本支部主催の教育シンポジウム（2010 年 11 月 27
日北九州市）休憩時間に行われた。

2010 年国際病理アカデミー学術奨励賞　受賞者

氏　名：高田　尚良　31 歳
所　属：�岡山大学大学院医歯薬学総合研究科	  

第二病理学 / 腫瘍病理学
推薦論文：�Duodenal and nodal follicular lymphomas are 

distinct: the former lacks activation-induced 
cytidine deaminase and follicular dendritic 
cells despite ongoing somatic hypermutations 	
 
Modern Pathology, 22, 940-949, 2009

氏　名：竹内　賢吾　40 歳
所　属：�㈶癌研究会癌研究所	  

分子標的病理プロジェクト 
推薦論文：�KIF5B-ALK, a Novel fusion oncokinase identified 

by an immunohistochemistry-based diagnostic 
system for ALK-positive lung cancer 	 
Clinical Cancer Research, 15:3143-3149, 2009

氏　名：山口　浩　38 歳
所　属：�埼玉医科大学国際医療センター　病理診断科
推薦論文：�Intraductal tubulopapillary neoplasms of the 

pancreas distinct from pancreatic intraepithelial 
neoplasia and intraductal papillary mucinous 
neoplasms	  
American Journal of Surgical Pathology, 33: 
1164-1172, 2009

日　時：�2010 年 11 月 25 日（木） 	  
12 時 10 分～ 13 時 10 分 

場　所：�西日本総合展示場　AIM ビル 3 階 311 会議室	  
北九州市小倉北区浅野 3-7-1	  
TEL：093-541-5931

出席：�松原、橋本、長村、清水、笹野、黒田、中谷、吉野、
岩崎、諸星、白石、加藤（洋）、内藤、山邊、加藤（良）、
近藤（事務局）

欠席：佐野、牛込、岩下、根本

第 50 回　国際病理アカデミー（IAP）日本支部総会
日　時：�2010 年 11 月 27 日（土）	  

2010 年 IAP 日本支部
病理診断学術奨励賞の受賞について

2010 年 IAP 日本支部第 3 回理事会

第 50 回　国際病理アカデミー（IAP） 
日本支部総会

松原会長と武内氏

2010年病理診断学術奨励賞受賞者（左から山口氏、高田氏）
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12 時 00 分～ 13 時 00 分 
場　所：北九州国際会議場　1 階メインホール
　　　　�〒 802-0001	  

北九州市小倉北区浅野 3 丁目 9 番 30 号	  
TEL：093-541-5931

出席予定者：77 名　委任状： 218 名（会員　618 名中）

* 理事会および総会議題は以下の通り

【議　　題】
報告事項：
　1．�庶務報告	  

・2010 年度総会について	  
・会員関係（新入会員および会費納入状況について） 
・ハンドアウトへの企業広告掲載について 

　2．2010 年度 IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞
　3．�第 28 回 IAP 国際会議 （2010 年 10 月 10 日 -15 日、ブラ

ジル・サンパウロ）
　4．�第 3 回日台合同スライドカンファレンス（2010 年 11 月

6 日 -7 日、高雄）
　5．�2011 年開催予定国際会議・学術集会	  

（USCAP、APIAP、APSMI、日韓合同スライドカンファ
レンス）

　6．2010 年 News Bulletin
　7．委員会報告
　8．ホームページリニューアル
　9．その他
審議事項：
　1．理事ならびに役員の改選 ：結果承認
　2．名誉会員について：推薦と承認
　3．�会計報告	  

1）2009 年度決算報告　2）2010 年度経過報告	 
3）その他

　4．2010 年度予算案  （別紙資料 7）
　5．2010 年度 IAP 教育シンポジウム
　6．2010 年度 IAP スライドセミナー
　7．2011 年度 IAP 病理学教育セミナー
　8．IAP 日本支部設立 50 周年記念事業（2011 年予定）
　9．�（1）2011 年 11 月 18 日夜の式典	  

（2）19 日午前中の教育シンポジウムで特別企画	  
（3）記念誌発行

　10．遠城寺宗知先生からの寄付について
　11．その他

理事選挙の結果、森谷卓也先生と小田義直先生が新理事
（2011 ～ 2013）に選出されました。IAP 日本支部の運営にご
尽力のほど宜しくお願い申しあげます。

2011年IAP日本支部理事・役員
会長	 松原　修
前会長	 橋本　洋

次期会長	 佐野　壽昭
常任幹事	 加藤　良平
教育担当	 清水　道生
理事	 黒田　誠
理事	 中谷　行雄
理事	 吉野　正
理事	 岩下　明徳
理事	 森谷　卓也
理事	 小田　義直
会計監事	 岩崎　宏
事務局担当	 近藤　哲夫
	 河野　嘉代子

IAP本部
元会長	 牛込　新一郎
副会長	 長村　義之
IAP日本支部理事指名委員会
委員長	 橋本　洋
副委員長	 諸星　利男
委員	 根本　則道
委員	 岩崎　宏
委員	 白石　泰三
IAP日本支部・病理診断学術奨励賞選考委員会
委員長	 吉野　正
副委員長	 加藤　洋
委員	 内藤　善哉
委員	 中谷　行雄
外部委員
　日本病理学会から 1 名
　日本臨床細胞学会から 1 名
事務局	 加藤　良平
IAP日本支部・Award（賞）委員会（学術奨励賞以外）
委員長	 山邊　博彦
副委員長	 長村　義之
委員	 牛込　新一郎
委員	 加藤　洋
委員	 松原　修

以下の方々が 2010 年第 50 回 IAP 日本支部総会にて選出、
承認されました。

（敬称略）
鈴木　　実
牛込新一郎
町並　陸生
丸山　孝士
赤木　忠厚
下里　幸雄
菊地　昌弘
浅野　伍朗
桜井　勇

IAP 日本支部新理事・役員一覧

IAP 日本支部　新名誉会員
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森　　茂郎
加藤　洋
渡辺　英伸
山邉　博彦

Jack P. Strong（本部 Treasurer）
Robin A. Cooke（本部 Bulletin の Editor）
�Moon-Ho Yang（ 韓 国 支 部 元 会 長、 日 韓 Conjoint Slide 
Seminar Founder）
Phillip W. Allen（オーストラリア支部元会長）
Stevens G. Silverberg（SPU の Co-director）

USCAP 100th Annual Meeting
会期：2011 年 2 月 26 日―3 月 4 日
場所：�Henry B. Gonzales Convention Center San Antonio, 

Texas
＊詳しくはホームページをご覧ください。
　http：//www.uscap.org/home.htm
　Japan Night：2011 年 3 月 1 日（火）
　IAP 日本支部会員の方々は是非ご参加ください。

第 7 回アジア太平洋 IAP 会議
The 7th Asia-Pacific International Academy of Pathology 
Congress
会期：2011 年 5 月 20 － 24 日
場所：�Taipei International Convention Center（台北市、台湾）
＊参加登録等、詳しくはホームページをご覧ください。
　http：//www.apiap2011.com/

第 12 回日本・韓国合同スライドカンファレンス
開催につきましては、会期等、ホストであります韓国側会

長より詳しい情報が入り次第、ホームページ等でご案内致し
ます。今しばらくお待ちください。

これまで、IAP 日本支部の理事として、会の発展のために
物心ともにご貢献された笹野公伸先生には心からの御礼を申
しあげます。有難う御座いました。

昨年当初よりお願いしてまいりました、E-mail アドレス登
録について、ご協力ありがとうございました。まだ登録され
ていない会員の皆様におきましては、是非、登録くださいま
すよう引き続きよろしくお願いいたします。また、所属先、
ご住所等、登録内容に変更がありましたら事務局までご連絡
くださいますよう重ねてよろしくお願いいたします。
（専用アドレス：jdiap@med.yamanashi.ac.jp）

＊�海外から IAP 本部会計担当 Jack P. Strong 先生、ホノルル
マラソン完走のたのしいお写真が日本支部に送られてきま
したので掲載いたしました。

rqrqrqrqrqrqrq

あとがき
2011 年の第 1 号の News Bulletin をお届けします。
新しい事務局として、News Bulletin を担当してから 2 年

目に入りました。最初は手探り状態で始めた編集作業も、諸
先輩方のご指導とご援助のもとで、少しずつではありますが
慣れてきたように思います。

この News Bulletin は、IAP 日本支部のニュースレターで
すが、IAP 本部やその他のいくつかの支部では、ニュースレ
ターの紙発行が廃止され、ホームページ掲載やメール配信に
なっていくようです。日本支部では、少なくとも今年 1 年は
このまま News Bulletin の紙発行が維持されます。

本年も日本支部会員の皆様に、有意義で楽しい News 
Bulletin をお届けできますように、事務局一同努力をしてい
く所存ですので、どうぞご愛読のほど宜しくお願い申しあげ
ます。

〒 409-3898　山梨県中央市下河東 1110
山梨大学医学部人体病理学講座
常任幹事　加藤良平
事 務 局　近藤哲夫／河野嘉代子
Tel：055-273-9529 ／ Fax： 055-273-9534
E-mail：jdiap@med.yamanashi.ac.jp
ホームページ http：//www.iapjapan.org/

Upcoming Meeting

謝辞：理事ご苦労様でした。

事務局より

San Antonio Riverwalk

台北・国立故宮博物院

Jack P  Strong先生（IAP本部会計担当）マラソン完走


